
 

 

 

福岡県の主要な労働施策と課題について 

［就業支援課］ 

〇論点となるテーマ 

生涯現役を見据えたキャリアプラン形成の重要性に関する中高年齢者の理解

促進について 

 

〇現状 

本県では、誰もが年齢に関わりなく、それぞれの意思と能力に応じて働いた

り、NPO・ボランティア活動に参加し、活躍し続けることができる選択肢の多い

「生涯現役社会」を目指している。 

その取組の一環として設置した生涯現役チャレンジセンターでは、定年以降

も働きたい方が継続して活躍できるよう、「50 歳代の在職者のためのキャリア

プラン相談窓口」を令和４年度に設置し、役職定年による減給及び今後のモチ

ベーションの維持に関し不安のある 50 代在職者を対象として、定年後スムーズ

に次のキャリアへ移行するための相談支援のほか、企業向けに「従業員向けキ

ャリアデザインセミナー」を実施中（別添Ｐ１、２）。 

利用者アンケートでは、９割が「キャリアプラン相談は有益だった」と回答

しており、各利用者からは、「5年後、10 年後にやるべき事が明確になり目標が

出来た」「老後に必要な資格を調べて取得しておく」などの声があっているとこ

ろ（別添Ｐ２）。 

 

〇課題 

国の調査によると、定年後（66 歳以降）も働きたい人の割合は増加傾向であ

る一方、年代が上がるにつれ、自己啓発を行った者の割合は下がる傾向にあり、

特に 40 歳代以降で顕著。（別添Ｐ３）。 

加えて、企業担当者からは「資格取得後、実務経験を積む等の時間をとるた

めには、40 歳代からキャリアを考える必要がある」との声が出ており、また、

キャリアデザインセミナーの活用は自社職員のキャリア形成の重要性を認識し

ている企業に限定されることから、これまでの 50 歳代に加え、今後は 40 歳代

の在職者への拡大が必要である。 

 

〇議論いただきたいこと 

40歳以上の中高年齢者が生涯現役を見据えて活躍できるよう能力開発を促す

ため、中高年のキャリアプラン形成の重要性に関する理解を深めるには、どの

ような支援が効果的か。 

 

 

資料２－３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


